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消防団１２０年・自治体消防６５周年記念大会 
 

  
 

 

 

 

 

 

１．開催日：平成 25年 11月 25日（月）午前 10時から 

 

２．場 所：東京ドーム 

 

３．主 催：日本消防協会、全国消防長会 

 

４．後 援：消防庁 

 

５． 大会内容 

第一部  式典 

第二部  消防実技 

第三部  消防の士気高揚 

 

６． 消防庁の参加 

 新しい消防用資機材や消防技術の研究開発の成果を紹介。 

  

７．その他 

   今回は、消防関係者以外に公募により一般の方々も参加されます。 

 

 

 

 

 

消防庁総務課 小谷政策評価広報官 

        弘中広報係長 

TEL：０３－５２５３－７５２１ 

FAX：０３－５２５３－７５３１ 

本年は、消防組織法が施行され、「自治体消防制度」が発足して６５周年を迎
える記念すべき年です。また、消防組規則の制定により全国的に統一した消防組
（消防団の前身）がスタートしてから１２０年目を迎えることから、これらを記
念して「消防団１２０年・自治体消防６５周年記念大会」が開催されます。 



１　大会の趣旨

２　開催日　　平成２５年１１月２５日（月）　午前１０時から概ね２時間半

（入場は午前７時３０分から順次）

３　開催場所　東京ドーム

４　参加者　　全国の消防団員、消防職員、婦人防火クラブ員、一般公募の方など

　　　　　　　合計　約３７，０００人

５　主　催　　日本消防協会、全国消防長会

６　後　援　　総務省消防庁

７　大会スローガン　　「消防　その愛と力」

８　大会内容

　○ 総合司会　　徳光 和夫さん、平野 啓子さん　　

　○ 開会までの待機時間

　　　ＤＶＤ上映　「自ら守る！　消防団１２０年」「検証　阪神淡路大震災」など

　　　音楽演奏　　消防団を讃える歌「笑顔のふるさと築くため」（栗田 けんじさん）

　○ 式典前　伝統消防演技

　    木遣り、まとい振り、はしご乗り

  ○ 第一部　式典

      黙祷、国歌斉唱、式辞、表彰、祝辞

　○ 第二部　消防実技

　　　・ナレーション　　菅原 文太さん

　　　・放水演技

　　　　　消防団

　　　　　　　およそ１００年前の腕用ポンプ　１０台　　　　

　　　　　　　およそ５０年前の三輪ポンプ自動車　１台　　　　

　　　　　　　現代の消防団多機能車　２台　　　　

   　 消防団１２０年・自治体消防６５周年記念大会の概要

　　平成２５年は、自治体消防発足から６５周年、消防組規則の制定により全国的に統一した消防

　組（消防団の前身）がスタートしてから１２０年目を迎えるので、これを記念する大会を開催する。

　　この大会を通じて、今日までの我が国消防の発展の道のりを振り返るとともに、消防関係者が

　より一層強い団結のもと、さらに精進を重ね、東日本大震災の教訓をいかして我が国の安全を

　守る消防団等の一層の充実・発展をめざす決意を新たにするものである。

など



  　　　　　　Ｄ級可搬ポンプ　１０台

      ・救助演技（大地震発生想定）

　　　　　　常備消防・緊急消防援助隊

　　　　　　　　特別救助隊

　　　　　　　　はしご隊

　　　　　　　　救急隊

　　　　　　消防団（男女）

　　　　　　　　消防団多機能車

　　　　　　　　可搬ポンプ積載車（救助資器材搭載）

　　　　　　婦人防火クラブ

      ・消防団ラッパ演奏

　○ 第三部　消防の士気高揚

　　　・歌　　水前寺 清子さん　　「消防団　三百六十五歩のマーチ」

　　　　　　　布施 明さん

　　　　　　　ＡＫＢ４８

　　　　　　　ふるきゃら

　　　・消防音楽隊演奏、カラーガード隊演技

　　　・幼年消防クラブ鼓笛隊演奏

　　　・消防応援団からの激励

消防団応援歌「消防団　三百六十五歩のマーチ」

　　　　　少年消防クラブ

作詞者 宮城県栗原市 後藤  聡 
                    めぐみ 

父ちゃんは 消防団員 地域を守るヒーローさ 
地震 雷 火事 台風も 冷静沈着 出動だ 
人生は ワンツータッチ いつでもどこでもささえ愛 
あなたの流す その汗に 
感謝の言葉を ありがとう 
力合わせ 心合わせ 
ワン・ツー ワン・ツー 
ささえ合い 進め 
ソレ ワン・ツー・ワン・ツー 
ワン・ツー・ワン・ツー 
   

 

母ちゃんも 消防団員 地域に咲かす笑顔花 
愛嬌いっぱい 応急手当 防火指導も万全だ 
人生は ワンツータッチ 家族も近所もたすけ愛 
もしもの時の 助け船 
日ごろの愛の 積み重ね 
力合わせ 心合わせ 
ワン・ツー ワン・ツー 
たすけ合い 進め 
ソレ ワン・ツー・ワン・ツー 
ワン・ツー・ワン・ツー 

ヨシ僕も 消防団員 将来なってみせるんだ 
みんなのために 見廻りながら 小さなことから防ぐんだ 
人生は ワンツータッチ 親子のふれあいきづき愛 
一度の人生 だからこそ 
大きな絆を 築きましょう 
力合わせ 心合わせ 
ワン・ツー ワン・ツー 
きづき合い 進め 
ソレ ワン・ツー・ワン・ツー 
ワン・ツー・ワン・ツー 



消防団 120 年・自治体消防 65 周年記念大会への入場者募集について（お知らせ） 
 
 

平成 25 年 月 日 
財団法人 日本消防協会 

 
1  募集定員 
  1,500 名 ※応募者多数の場合は、抽選とします。 
 
2  応募方法 
（1）往復ハガキにより応募してください。 
（2）一枚のハガキで 2 名まで申込むことができます。 
（3）応募対象者を、18 歳以上の方（高校生を除く）に限らせていただきます。 
（4）車いす使用の方の場合は、その旨を記入してください。また、車いすをご利用の方

でお手伝いが必要な方は必ず同伴者とご一緒においで頂くこととし、同伴者の方の氏

名等も記載してください。 
（5）往復ハガキの記載要領については、下記のとおりです。 

ｱ 往信用ハガキ 
（ｱ）表面 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2-9-16 日本消防会館 6 階 
財団法人日本消防協会 消防団 120 年記念事業事務局 

（ｲ）裏面 
応募者全員の郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、電話番号 

ｲ 返信用ハガキ 
（ｱ）表面 

応募者の郵送先  
※記入漏れの場合は、応募が無効となりますのでご注意ください 

（ｲ）裏面 
無記入の白紙 

 
3   応募期間 
  平成 25 年 7 月 31 日（水）まで（締切日の消印有効） 
 
4   結果通知 
  結果は、9 月末を目途にお知らせします。入場が決定された方には、返信用ハガキ裏面

に入場要領を記載し送付します。この返信用ハガキが、当日の入場券となりますので、大

切に保管してください。 
 
 



5   注意事項 
（1）応募の際に記載の個人情報は、消防団 120 年・自治体消防 65 周年記念大会以外で

使用することはありません。また、記念大会終了後、日本消防協会が責任を持って廃

棄します。 
（2）入場料は、無料です。 
（3）入場が決定されたご本人のみが入場できます。 
（4）会場へは、必ず JR 又は地下鉄を利用してお越しください。 
（5）会場への集合時間は、返信用はがきに記載された時間を厳守してください。集合時

間を過ぎてお越しになられた場合、入場することはできません。 
（6）当日は、入場の際、入場券と本人確認のため顔写真付きの身分証明書（運転免許証、

パスポート、学生証等）の提示を求めます。本人確認ができない場合は入場をお断り

いたしますのでご了承ください。 
（7）入場時に手荷物検査及び金属探知機による検査を実施します。また、必要に応じて

ボディチェックも行いますのでご了承ください。 
持ち物検査等で危険物品等を確認した場合は、入場をお断りいたしますのでご了承

ください。また、持ち込める荷物の大きさは、横幅 40cm 以内です。 
※危険物品…カッターナイフ等凶器として利用される恐れのあるもの、配布を目的

としたビラ等の大会の運営と秩序の保持を妨げ、または妨げる恐れがあると当協会

が判断するもの。 
（8）上記の危険物品以外に、警備の都合上、ビン、缶、ペットボトル及び折りたたみ以

外の傘の持込みができませんのでご了承ください。 
（9）場内では、係員の指示に従ってください。また、指定されたエリア以外は、立ち入

らないでください。 
（10）大会中は、奇声を発するなどの迷惑行為を行わないでください。 
（11）会場内は禁煙となっております。おたばこを吸われる方は、指定喫煙所をご利用

ください。 
（12）大会終了後は規制退場を実施しますので、係員の指示があるまで席を立たないで

ください。 
（13）この注意事項のほか、東京ドームが定めるルールを守ってください。 

 
6   問い合わせ 
  〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2-9-16 日本消防会館 6 階 
  財団法人 日本消防協会 消防団 120 年記念事務局 
  TEL 03-3503-1569 FAX 03-3503-1480 
  E-MAIL 120nen@nissho.or.jp 
  HP http://www.nissho.or.jp/ 
   ※お電話での問い合わせは、平日 9 時から 17 時までの間とさせていただきます。 

http://www.nissho.or.jp/
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